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本日の話題

１．外国につながりのある発達障がい児の支援

２．参考情報

注１：外国につながりのある子ども（外国つながり児）とは、両親または親の一方が

外国人である親から生まれた子。以後、外国つながり児も併用

注２：発達障がいには知的発達症（知的障がい）を含む。自閉スペクトラム症はASD、

注意欠如多動症はADHDと表記



課題と目標

・ 課題と取組み

日本人と異なり、異文化の中で育ち暮らすことのバリア・困難に

加え、障がいによるバリア・困難が加わること

→ ダブルマイノリティによる２つのバリア・困難の認識の周知と

それらの解消（バリアフリー化、合理的配慮等）

・ 目標

最終的目標は、日本人のようになってもらうこと（「同化」）では

なく、多様な文化・民族・発達特性をもった人々が相互に多様な

存在を理解し認め合い、地域社会で融和的に暮らす社会

「共生社会」を実現すること

１．外国につながりのある発達障がい児の支援



個別支援の基本

・ 外国につながりのある発達障がい児の支援（指導ではない）：

- ２つの支援ニーズ(異文化社会、障がい)を踏まえた支援

（ 子ども・家族主体の育ちの支援） → する前に、知る

- 本人を知る： 特性、発達、性格、学習の到達段階、希望

- 家族を知る： 母国文化（習慣、子育て、宗教等）、生活、将来

- 丁寧な説明と納得、子ども・家族の意思の尊重

→ 子ども・家族に合わせた無理のない支援

・ コミュニケーション支援：やさしい日本語、通訳、母語情報

・ 情報支援： 安心と希望のもてる情報提供（安心、希望）

・ つなぎ支援： コミュニケーションと情報バリアのため必要な

サービスにつながれない、遅れる、切れる。



支援の要点（１）

・ 障がいの発見と支援

・ 園・学校・外国人支援機関等の役割：

支援機関（保育・教育・相談等）＋障がいの発見機関

・対象障がい：

ASD、ADHD、軽度知的発達症（知的障がい）、

コミュニケーション症（言語症、吃音等）等

・ 発見機関としての専門性：

職員研修 → 発見 → 保護者・本人との共有（納得・安心・

希望－環境、人、母語資料、通訳等）→専門機関への紹介とつなぎ

→連携による本人・家族支援



支援の要点（２）

・ 家族及び子どもの将来をふまえた支援

・ 家族の生活状況や関係をふまえた支援

・ 家族の宗教や価値観をふまえた支援

・ 出身国の子育て文化、障がい観などをふまえた支援

・ 入国年齢と滞日年数をふまえた支援（各親子）



支援の要点（３）

・ コミュニケーションバリアと情報バリアの軽減・解消

- 面接時間を十分に取る。

- 通訳者を確保し、可能なら母語の資料を提供する。

- コミュニケーションの工夫： 専門的内容を平明・肯定的に

伝える。通訳しやすい話し方、理解を確認

→ 納得・安心・希望そして信頼関係



支援の要点（４）

・ 発達及び学習の到達段階と、それを踏まえた支援

・ 行動・認知特性、性格と、それをふまえた支援

・ 適切な情報の提供（出身国の言語で、医療、福祉、

教育、就労等の情報を成人期に至るまで）

・ 関係者・機関の相互連携による息の長い支援



提供すべき情報（１）

・ 日本の学校制度：非正規滞在児も利用可能

‐ 就学相談・決定、通級指導、特別支援学級、特別支援学校

高等学校などの進路情報

・ 障がい児福祉: 住民票のある外国籍の子どもも対象

- 精神障がい者保健福祉手帳、療育手帳

- 特別児童扶養手当、障がい児福祉手当、所得税控除、NHK受信料減免、

医療費助成（自立支援医療など）

- 障がい児相談支援、児童発達支援、放課後等デイサービス、移動支援等

・ 医療機関

・ 発達障がい医療機関、一般医療機関（親切、外国語対応）



提供すべき情報（２）

• 成人福祉： 住民票のある外国籍の大人も対象

- 障がい基礎年金、重度障がい者手当、所得税控除、NHK

受信料減免、医療費助成（自立支援医療等）・・

- 障がい者雇用、就労定着支援、就労支援（就労移行支援、

就労継続支援A型・B型）、生活介護事業

- 自立訓練（生活訓練）、グループホーム（サテライト型含む）

自立生活援助・・

→ 障がいがあっても、地域で安心して暮らすことができる

福祉サービスが整備されてきている（共生社会）。

本人主体の、本人に合わせた、焦らない支援



外国につながりのある子どもも利用できる
インクルーシブな発達支援システムの形成

・ 発達支援システム（地域療育システム）： 地域で発達に支援が必要な

子どもの発達と家族の子育てを支援する仕組み

・ 直接支援機能： 発見、診断・ハビリテーション、専門療育、保育、教育、

相談、余暇、他（手当等）

・ 間接支援機能：システム運営、研修・人材育成、調査・研究等

・ 現状： 外国につながりのある子どもと家族は、この仕組みを十分に

利用できていない。

・ 課題: 外国につながりのある発達に支援が必要な子どもも健やかに

発達し、家族も安心して子育てができる多様性に配慮した

インクルーシブな支援システムを形成
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ご清聴、ありがとうございました。
～私の後に道はできる～
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